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1

● ： 1 式

● ： 1 式

● ： ロータリー・コアボーリング法

● ：

● ： ・ ・ ・ ・ 1 式

● ： ｍ

箇 所

使 用 機 械

架 設 方 法

　本調査は、大分県別府市扇山4028-2　地内に於いて、鶴見幼稚園改修工事に伴い、

当敷地の地盤構成、及び地盤の支持力調査の為、標準貫入試験を併用したボーリング

調査を実施したものであります。

　本報告は、調査結果を土質柱状図に示し、その内容から本敷地内の地質についてそ

の概要を説明し、標準貫入試験の結果に基づき、計画構造物の基礎地盤としての支持

力の検討を行い、基礎工設計・施工の参考となる資料を報告書としす。

ま え が き

§ １ ． 調 査 概 要

φ ６ ６ ｍ ｍ

φ６６ｍｍ
ロッド

φ６５ｍｍ
メタルクラウン

φ６４ｍｍ
コアチューブ

東邦地下工機製D 0 - C 型 ・・・・・・・・・・・・・・

鋼製ヤグラ・足場など ・・・・・・・・・・・・・・

（ １ ） 調 査 ボ ー リ ン グ

掘 削 方 法

掘 削 径

錐 具 類

深 度 Ｎｏ．１ 10.00・・・
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（半自動落下法）

回

　標準貫入試験により試料を観察・記録の上、所定の箱に収納し、土質標本と

し提出する。

フェンスのコンクリ上端 を ＫＢＭ＝０．００ｍとし測定した。

ｍ

　掘削完了後、測定した。

ｍ

-0.03KBMＮｏ．１ ・・・

（ ３ ） 標 本 採 取

（ ４ ） 地 盤 高

　敷地の東側に、

ＪＩＳ－Ａ－１２１９－２００１に従い、深度１．００ｍ毎に実施した。

回　数 Ｎｏ．１ ・・・ 10.00

（ ２ ） 標 準 貫 入 試 験

（ ５ ） 地 下 水 位

Ｎｏ．１ ・・・ GL -3.0
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　調査ボーリングは、岩盤及び玉石．礫にも対応できるように、ロータリー式オイルフィー

ド型ボーリングマシンを使用した。掘進作業にあたっては、試錐孔径をφ６６㎜としたが、

掘削時の孔壁の崩壊を保護するめにφ８６㎜のケーシングパイプを挿入し、泥水掘りと

合わせて孔壁の保護に努めている。

　又、掘進時には排水色の変化、掘進速度、掘進機械の反応等、地層の変化に留意し

ながらシングルコアチューブを使用して所定の深度まで掘進している。

ボ－リングモデル図

§ ２ ． 調 査 方 法

（ １ ） ボ ー リ ン グ 工

スナッチブロック

ホイスティングスイベル

三脚パイプやぐら

巻上機
変速装置
操縦装置

伝動装置

原動機

オイルポンプ

オイルタンク

ウォータスイベル

スイベルヘッド
デリべりホース

ポンプ

サクションホース
フートバルブ

泥⽔パック
ドライブパイプ

ケーシングパイプ

ボーリングロッド

セジメントチュープ

セジメントチュープ
カップリング

コア
メタルクラウン
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貫入試験装置図

　標準貫入試験は、標準貫入試験装置を用いて、原位置における地盤の硬軟、締まり

具合または土層の構成を判定するためのＮ値を求めるとともに試料を採取する貫入試

験方法について規定する。また、この試験は地盤中に打撃するため乱した試料を採取

することもできる。

　次に、標準貫入試験のＮ値とは、質量６３．５ kg ±０．５ kg のドライブハンマーを７６±

１ cm 自由落下させて、ボーリングロッド頭部に取り付けたノッキングブロックを打撃し、

ボーリングロッド先端に取り付けた標準貫入試験用サンプラーを地盤に３０ cm 打ち込

むのに要する打撃回数である。試験方法は、｢ＪＩＳＡ１２１９｣の規定に基づいて１ｍ毎に

実施し、試験区間は１．０ m～１．５ m、２．０ m ～２．５ m の範囲で行い、貫入量１５ cm

の予備打ち、ハンマー落下高による本打ち３０ cm、５ cm の後打ちの順で行い、予定深

度又は支持層確認まで順次これをくり返し行なう。このうち、本打ちの打ち込みによって

サンプラーを３０ cm 貫入するのに要する打撃回数をＮ値としている。

標準貫入試験用サンプラー

（ ２ ） 標 準 貫 入 試 験

ドライブパイプまたは
ケーシングパイプ

ボーリングロッド

ボーリング孔75㎜程度

標準貫⼊試験⽤サンプラー
（規定貫⼊量30㎝）

ガイドロッド

スナッチブロック

ドライブハンマー（規定重量63.5±0.5㎏）

ハンマ巻上げ⽤引綱
とんび引縄
やぐら

ノッキングブロック
コーンプーリまたは

巻上ドラム

ボーリングマシーン

とんび

76
±

1㎝

約
5.

0ｍ

810

560 17575
19 31 25

51 35

φ19°47ʼ
ドライブシュー

スプリットバレル
（⼆つ割り）

排⽔孔４孔

41

コネクターヘッド
レンチグリップ

ガイドロッド

キャッチャー
ラッチ

ドライブハン
マー6 3 . 5 k g 
( ± 5 0 0 g )

ノッキングブロック
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調 査 地 付 近 の 地 質 図

「 大 分 地 域 の 地 質 」 （ 旧 地 質 調 査 所 よ り 抜 粋 ）

　　　　：調査箇所及び対象地質
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m になります。

§ ３ ． 調 査 結 果

地層模式図（西～東方向）

縦軸レンジ切替： 250ｍ

本調査地は、大分自動車道「別府インターチェンジ」より東へ約450m付近の別府市扇山地内に位置す

る。

　調査地を含めた別府地域は、九州中部火山岩地域の東付近にあり、地域内の最高所は中央部の由

布岳（1583.5m）であり、地域の北東隅は別府湾に接する。本地域の大部分は海抜400m以上の山地で

あり、200m以下の地域は北東隅の海岸近くと南東隅の大分側近傍に限られる。別府地域の地形は主

に火山地形・断層地形で特徴づけられ、火山は比較的高粘性の溶岩に由来する溶岩火山が多く、急斜

面に囲まれた溶岩円頂丘や、平坦な頂部を急崖が取り巻く溶岩台地状のものが多い。そのほかには数

個の大規模な火砕流堆積物も存在し、最も新期の火山では新鮮な火山地形が保存されているが、浸食

や特に断層運動によって原型を失った火山も多い。

　本地に発達する断層は確認されている限りすべて正断層であり、明瞭な断層崖も数多く、正断層系に

関係するリニアメントが発達する地域もある。

　別府地域の地形は、次の4区に区分される。

Ⅰ．北部山地

Ⅱ．由布－鶴見地溝

Ⅲ．西部山地

Ⅳ．南部山地

　このうち、本調査地は由布－鶴見地溝に属する。由布－鶴見地溝は、北縁を別府北断層、南縁を由

布院断層・朝見川断層に区切られ、南北の幅5～7kmでほぼ東西方向に延びる地溝である。西端は明

瞭ではないが、福万山－伽藍山付近と考えられており、東端は高度を下げ別府湾に接している。この地

溝内には由布岳・鶴見岳などの新火山が分布し、これらの火山は溶岩円頂丘あるいは厚い溶岩流から

なっている。

　由布－鶴見地溝の東部には、伽藍岳から鶴見岳に続く稜線があり、これら火山の東側には東に向

かって低下して海岸に接する緩斜面がある。これら緩斜面は海抜300m以下の扇状地であり、岩屑なだ

れ堆積物がつくる部分がある。別府温泉群は主にこの緩斜面上に位置する。調査地は、由布－鶴見地

溝の南縁となる朝見川断層の直上の扇状地部に位置する。

　こちらの場所の標高は、 203.0

（ １ ） 地 形 概 要

火山山麓地

産総研地質区分： 火山岩 火山麓扇状地堆積物

調
査
箇
所
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図2.1 調査地付近の地質図

図2.2 地質凡例

（ ２ ） 地 質 概 要

　本地域の地質は、大きく分けて基盤岩とその被覆層から構成される。基盤岩は新第三紀以降に噴出

した火山岩である安山岩類からなり、被覆層は第四系の火山岩類、火砕流堆積物および扇状地堆積物

層からなる。

　安山岩類は主に輝石安山岩からなり、観海寺安山岩・鹿倉安山岩および水分安山岩などがこれらに

対比される。

　第四系は、九重・阿蘇火山に由来する安山岩、溶結凝灰岩、火山灰および軽石と、扇状地の礫層なら

びに崖錐堆積物から構成される。さらに、由布院盆地、別府湾岸沿いおよび各河川沿いには小規模な

平地が分布し、河川両岸には礫・砂・シルト・粘土およびそれらの互層からなる沖積層が認められる。ま

た、別府湾岸には埋立地も分布する。
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①　礫混り砂 （ GL-0.00m ～ 0.30m )

②　砂礫 （ GL-0.30m ～ 3.50m )

③　玉石混り砂礫 （ GL-3.50m ～ 10.00m )

（ ３ ） 調 査 結 果

　地表面から約0.3mの範囲には礫混り砂層が分布している。細砂～中砂からな

り、φ10～50mm程度の亜円礫～亜角礫を含む。標準貫入試験によるN値は50

を示し、密度的には「非常に密」層に分類される。

　GL-0.3m〜3.5mの範囲には砂礫層が分布しており、細砂～中砂からなり、φ10

～100mm程度の礫を含み、稀にφ200～300mm程度の礫を伴う。風化岩が混入

し、ハンマー打撃により割れる。本層の厚さは約3.2mで、標準貫入試験によるN

値は37〜50以上を示し、密度的には「密～非常に密」地層に分類される。

　GL-3.5m〜10.0mの範囲には玉石混り砂礫層が分布しており、細砂～中砂～

粗砂からなり、φ10～100mm程度の亜円礫～亜角礫を主体とする。部分的にφ

50～80mm程度の玉石が点在する。礫分が多いため、孔壁は脆弱である。本層

の厚さは約6.5mで、標準貫入試験によるN値は50以上を示し、密度的には「非常

に密」地層に分類される。
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測定したＮ値・地下水位高の結果より、液状化の検討を行う。

液状化の条件は、次のように示されている。

１）原則として沖積層砂地盤。

２）原則として現地盤面から１０ｍ以内にあり、かつ現地盤から２０ｍ以内の

深さに存在する飽和土層。

３）細粒分の含有率Ｆｃが３５％以下で、かつ塑性指数Ｉｐが１５％以下の土層。

４）平均粒度Ｄ50が１０ｍｍ以下で、かつ１０％粒径が１ｍｍ以下の土層。

とあるが、今次は試験を行っておらず、諸数値を示すにとどめる。

判定を行う範囲 ： ： ｍまでを代表とする。

マグニチュード ： Ｍ ＝

地表面加速度 ： α ＝ 150 ・ 200ｇａｌ （建築構造設計指針より）

土層の湿潤密度 ： 次頁に土質定数の表を示す

① 礫混り砂 ： ρ＝ （kN/㎥）

② 砂礫 ： ρ＝ （kN/㎥）

③ 玉石混り砂礫 ： ρ＝ （kN/㎥）

7.5

10.00

§ ４ ． 考 察

（ １ ） 液 状 化 の 検 討

19.0

20.0

Ｎｏ．１

尚、地下水位より下部は飽和重量（湿潤密度と同じ）、水の単位重量にて有効上載圧を計算。

上部については湿潤密度で計算。（リファレンスマニュアル２１２ページより）

20.0

-11-



注1 ： Ｎ値の目安は次のとおりである。

固いもの（Ｎ＝８～１５）、やや軟らかいもの（Ｎ＝４～８）、

軟らかいもの（Ｎ＝２～４）

注2 ： 地盤工学会基準の記号は、およその目安である。

出典 ： 東日本高速道路㈱・中日本高速道路㈱・西日本高速道路㈱「設計要領

第一集　土工編」平成２６年７月　１－４８ページ

砂質土
密実なもの

｛M｝、｛C｝

｛M｝、｛C｝

｛SF｝

30以上

密実でないもの

｛V｝

15 30以上

軟らかいもの(指が容易に貫入)注1) 14 10 15以上

粘性土
固いもの(指で強く押し多少へこむ)

注1)

30以上

18 25 50以上

軟らかいもの(指が容易に貫入)注1) 16 15 15以上

19 30

やや軟らかいもの(指の中程度の力で貫入)注1) 17 20

17 25 0

｛S｝

｛G｝
①

｛G｝②、③

35 0
密実でないもの、又は分級されたもの 18 30 0

20

35 0

密実なもの、又は粒径幅の広いもの

密実でないもの 19

粘土、及び
シルト

固いもの(指で強く押し多少へこむ)
注1) 17 20 50以上

やや軟らかいもの(指の中程度の力で貫入)注1) 16

0

0

関東ローム 14 5（Φu） 30以上

礫混じり砂
密実なもの 21 40

関東ローム 締固めたもの

礫

砂 締固めたもの
粒径幅の広いもの 20 35

密実なもの、又は粒径幅の広いもの 20 40
密実でないもの、又は分級されたもの 18

粘性土 締固めたもの 18 15

35

｛G｝

盛

土

14 20 10以上

｛SF｝

分級されたもの 19 30

｛V｝

｛M｝、｛C｝50以上

単位体

0

｛S｝

礫、及び
締固めたもの 20 40 0

砂質土 締固めたもの 19 25 30以上

砂

0

0

表１－１７　土質定数

礫混じり砂

（kN/㎥）

種 類 状 態

単位体 単位体 単位体

積重量 積重量 積重量

（kN/㎥） （kN/㎥） （kN/㎥）

積重量
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付近見取図
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調査位置図
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N

別棟

※別途工事にて撤去済

門

石 積

児童クラブ

園庭

原野

民家

園舎

フェンス
撤去処分
h=1. 8m

雲梯
D1800
W5600

鉄棒
W5400

渡り廊下

藤棚 撤去処分
W6550 D6550 H2450
※下部： 砂場撤去

飛石 撤去処分
□300 t60 200枚
コンクリート 製

立水栓,
コンクリート パン
撤去

滑り台, ジャングルジム
撤去処分
W11400 D7600

ブランコ 撤去処分
W1550
D6000
H1900

登り棒 撤去処分
W3800
D1900
H2600

樹木(ケヤキ) 剪定
φ400 H8m

花壇 撤去処分

花壇 撤去処分

花壇 撤去処分

足洗い 撤去処分

倉庫

花壇, 樹木(金木犀)φ400 4m
撤去処分

樹木(楠)剪定
φ600 H11m

樹木(白樫) 撤去3本
φ400 H5m

渡り廊下
改修範囲内

樹木(ソテツ)
φ2400 H1. 2m
撤去処分

花壇,
コンクリート
ブロック H300
撤去処分
客土 17. 89m3

花壇撤去処分

樹木(桜) 剪定
φ500 H10m

兎小屋 撤去処分
2×2m

フェンス

樹木(藤) 伐採
φ500 H3500

樹木(藤) 伐採
φ400 H3500

倉庫

渡り廊下
改修範囲外

樹木(杉)
φ600 H8m

樹木(ケヤキ)
φ500 H6m

樹木(杉)
φ500 H7m

樹木(杉)
φ500 H7m

樹木(銀杏)
φ700 H13m

樹木(金木犀) 撤去
φ400 H5m

樹木(白樫) 撤去
φ400 H5m

フェンス

倉庫

樹木(大山木)
φ500 H11m
剪定

コンクリート
ブロック

側溝,
グレーチング

斜線部： アスファルト
舗装撤去処分
56. 53m2

コンクリート 製
スロープ
撤去処分 H=260
W900×L2822

※撤去遊具情報については
　 機体遊具リスト を参照

解体撤去処分リスト

名称種別 数量

飛石 撤去処分 □300 t60 200枚 コンクリート 製舗装 1箇所

剪定、 一部撤去、 処分樹木 13箇所

立水栓、 コンクリート パン　 撤去、 処分設備 1箇所

アスファルト 舗装撤去処分 56. 53m2舗装 1箇所

スロープ撤去処分　 コンクリート 製 W=900×L=2822×H=260舗装 1箇所

砂場

道路

道路

既存配置図 Ｓ＝1/250

既存フェンス
h=1. 2m

既存フェンス
h=1. 2m

既存側溝

5273

92
24

6467

28
22 900

1,690

3
,
07
0

調査位置No.1
KBM-0.03ｍ

フェンスのコンクリ上端
KBM±0

建築士法第２０条第１項に基づく 表示縮　 尺図　 面　 名　 称事業年度 図面番号担　 当補　 佐 係　 長

別府市建設部施設整備課

課　 長 参　 事工 事 名

鶴見幼稚園改修工事 No.
Ａ

令和7年度
ハジマリアーキテクツ 株式会社　 1級建築士事務所　 大分県知事登録　 第20Y-13631号
〒874-0942　 大分県別府市千代町5番1号

s=1/250(A1)
s=1/500(A3)

既存配置図
13a
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地質柱状図
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

鶴見幼稚園改修工事

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯No.1 大分県別府市扇山4028-2

発 注 機 関 調査期間 東 経別府市建設部施設整備課 令和08年03月23日～令和08年03月23日

調 査 業 者 名 主任技師
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリン

グ責任者電話(0977-23-4317)

隆テック 株式会社
水谷 祐介 水谷 祐介

孔 口 標 高 角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機

総 削 孔 長 エンジン ポ ン プ

上

下

90°

180°

0°

北 0°

東

90°

南180°

西

270°

水平

鉛
直

0°

90°

KBM -0.03 m

10.00 m

東邦地下工機D0-C型

ヤンマーNFB90型 東邦地下工機BG-3型

現

場

土

質

名

（

模

様

）

現

場

土

質

名

礫混り砂

砂
礫

玉
石
混
り
砂
礫

地

盤

材

料

の

工

学

的

分

類

色

調

暗
灰

黒
灰
～
灰
～
赤
紫
灰

赤
紫
灰
～
暗
灰
～
褐
灰

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

・細～中砂、φ10～50mm亜円～亜角礫含む

・細～中砂、
φ10～100mm礫含む（稀にφ200～300mm）
・風化岩混入、
ハンマー打撃で割れる

・細～中～粗砂
・φ10～100mm亜円～亜角礫主体
・部分的にφ50～80mm玉石点在
・礫多く孔壁脆弱

孔

内

水

位

／

測

定

年

月

日

3.00

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

削

孔

月

日

3/23

標

尺

(m)

標

高

(m)

深

度

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

-0.33 0.30

-3.53 3.50

-10.06 10.03

Ｎ

値

標 準 貫 入 試 験

100mmごと

の打撃回数

深

度

(m)

0

～

100

100

～

200

200

～

300

打

撃

ご

と

の

貫

入

量

N  値

0 10 20 30 40 50

1.00

1.06
50
60

50
60

250.0

2.15

2.45
10 13 14 37

300
37.0

3.15

3.36
19 21 10

10
50
210

71.4

4.15

4.28
33 17

30
50
130

115.4

5.00

5.10
50 50

100
150.0

6.15

6.26
41 9

10
50
110

136.4

7.00

7.06
50
60

50
60

250.0

8.00
8.04

50
40

50
40

375.0

9.00
9.02

50
20

50
20

750.0

10.00
10.03

50
30

50
30

500.0
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現場記録写真
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KBM

KBM
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掘進中

着工前

全景
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標準貫入試験中

ロッド残尺2.60m

ロッド残尺2.60m

-21-



ロッド検尺_掘進長10.0m

ロッド残尺2.60m

ロッド検尺_掘進長10.0m
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完了

ロッド検尺_掘進長10.0m

-23-




